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　はじめに

トラギス科魚類は日本近海において 29種が知ら

れる（荻原・遠藤，2011；島田，2013；日比野ほか，

2013）．そのうち，ワニトラギス Ryukyupercis 

gushikeni (Yoshino, 1975)は，沖縄島近海から得ら

れた個体に基づき記載され，長らくトラギス属

Parapercisに含まれてきた（例えば，吉野，1984; 

Shimada, 2002）． そ の 後，Imamura and Yoshino 

(2007)は本種を単型属であるワニトラギス属に帰

属した．

奄美大島の魚類相を調査する過程で，2017年

4月 10日に 1個体のワニトラギスが採集された．

本標本は本種の薩南諸島における初めての記録と

なるとともに，本種の分布の北限を更新するもの

となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Yoshino (1975)にしたがった．

標準体長は体長と表記し，体各部の計測はデジタ

ルノギスを用いて 0.1 mmまでおこなった．ワニ

トラギスの生鮮時の体色の記載は，固定前に撮影

された奄美大島産の標本（NSMT-P 131130）のカ

ラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，お

よび固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告

に用いた標本は，国立科学博物館に保管されてい

る．本報告中で用いられている研究機関略号は以

下の通り：NSMT－国立科学博物館；SMBL－京

都大学フィールド科学教育研究センター．

　結果と考察

Ryukyupercis gushikeni (Yoshino, 1975)

ワニトラギス　（Fig. 1; Table 1）

標本　NSMT-P 131130，体長 259.6 mm，鹿児

島県奄美大島近海（名瀬漁港で購入），2017年 4

月 10日，前川隆則

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合

を Table 1に示した．体は細長く，前後方向に長

い円筒形．体背縁は背鰭起部にかけて緩やかに上

昇し，そこから背鰭第 10軟条起部にかけて体軸

とほぼ平行となり，そこから背鰭基底後端にかけ

て極めて緩やかに下降する．体腹縁は下顎先端か

ら腹鰭起部にかけて極めて緩やかに下降し，そこ

から臀鰭起部にかけて体軸とほぼ平行となり，そ

こから臀鰭基底後端にかけて極めて緩やかに上昇

する．尾柄部においては体背縁，体腹縁ともに体

軸に平行．背鰭起部は胸鰭基底上端よりも僅かに

後方に，背鰭基底後端は臀鰭基底後端よりも僅か

に前方に，それぞれ位置する．背鰭棘部と軟条部

は鰭膜によって連続し，背鰭背縁では棘部と軟条

部の間に欠刻がある．背鰭第 9軟条よりも後方の

背鰭軟条は糸状に伸長する．腹鰭起部は鰓蓋後端

よりも前方に位置し，たたんだ腹鰭の後端は肛門

に達しない．腹鰭第軟条は第 4軟条が最長．胸鰭
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基底上端は鰓蓋後端よりも僅かに後方に，胸鰭基

底下端は背鰭起部よりも僅かに後方にそれぞれ位

置する．たたんだ胸鰭の背縁は前部で体軸と平行

であるが，中央部で下方に凹む．胸鰭腹縁は直線

状．胸鰭後端は尖り，臀鰭起部よりも僅かに後方

に達する．臀鰭起部は背鰭第 5軟条起部直下に位

Fig. 1. Fresh specimen of Ryukyupercis gushikeni from Amami-oshima island, Satsunan Islands, Kagoshima Prefecture, Japan (NSMT-P 
131130, 259.6 mm standard length).

This study Yoshino (1975)
Amami-oshima 

island, Kagoshima 
Prefecture, Japan

Okinawa-jima island, Okinawa Prefecture, 
Japan

NSMT-P 131130 SMBL F-7331 n = 4

Non-type specimen
Holotype of 
Parapercis 
gushikeni

Paratypes of 
Parapercis 
gushikeni

Standard length (SL; mm) 259.6 300.5 241.2–297.2
Counts
  Dorsal-fin spines 6 6 6
  Dorsal-fin rays 20 20 20
  Anal-fin spines 1 1 1
  Anal-fin rays 18 18 18
  Pectoral-fin rays 23 24 23–24
  Pored lateral-line scales 58 60 58–59
  Scale rows from base of first anal-fin ray to lateral line 14 13 12–14
  Scale rows from anal opening obliquely backwards to lateral line 13 14 13–14
  Circumpeduncle scales 28 29 28–29
  Cheek scales 12 12 11–12
Measurements (%SL)
  Head length 25.5 26.2 25.3–26.1
  Snout length 8.3 9.0 8.1–9.0
  Orbit diameter 5.5 6.1 5.6–6.8
  Interorbital width 4.8 5.7 5.2–5.8
  Upper-jaw length 12.0 12.2 11.9–12.5
  Caudal-peduncle depth 10.6 11.3 10.7–11.2
  Body depth 19.6 21.9 17.1–20.9
  Longest dorsal-fin spine length 10.4 9.6 10.6–11.1
  Longest pectoral-fin ray length 25.7 25.3 24.2–25.5
  Longest pelvic-fin ray length 17.8 17.9 15.6–17.9
  Longest caudal-fin ray length 22.5 22.6 22.8–24.0
  Dorsal-fin base length 64.7 62.2 63.2–66.2
  Anal-fin base length 44.9 45.3 43.7–45.0

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of standard length, of specimens of Ryukyupercis gushikeni.
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置する．尾鰭後縁は中央部が後方に突出し，後縁

上部と下縁はともに直線状．尾鰭上部は糸状に僅

かに伸長する．鼻孔は 2対で前鼻孔と後鼻孔は互

いに近接し，眼の前縁前方に位置する．前鼻孔は

正円形を呈し，後鼻孔は背腹方向にやや長い楕円

形．眼と瞳孔はともに正円形を呈する．口裂は大

きく，体軸に対し斜めに位置し，上顎後端は瞳孔

後端直下に僅かに達しない．下顎は上顎よりも僅

かに前方に突出する．両顎歯，鋤骨歯，および口

蓋骨歯は微小な円錐形で，絨毛状に密生する．上

顎前部には左右 1対の，下顎前部には左右 2対の

犬歯状歯がある．頭部を含む体は櫛鱗に被われる

が，両顎，吻部，鰓蓋後部，峡部，および各鰭は

無鱗．側線は鰓蓋上方から始まり，尾鰭基底部中

央部にかけて体側中央部を体背縁とほぼ平行には

いる．鰓蓋上部には棘がある．前鰓蓋骨後縁は鋸

歯状を呈し，下縁は円滑．鰓蓋骨後縁は円滑．

色彩　生鮮時の色彩―体背面から体側中部に

かけては桃色がかった赤色を呈し，体側下部から

体腹面は白色．体側には瞳孔径よりも細い黄色縦

帯が多数ある．眼から吻部にかけては瞳孔径とほ

ぼ同じ幅の黄色斜帯がある．眼の後方に黄色斜帯

が 2本ある．背鰭各棘は黄色を呈し，各棘間の鰭

膜は縁辺部が黄色を呈し，基底部付近では白色が

かる．背鰭各軟条は基底部付近で明るい黄色を呈

し，中央部で桃色．背鰭軟条部の縁辺は前部で黄

色を呈し，後部で白色．背鰭軟条部下部には桃色

に縁取られた，瞳孔径よりも幅の狭い黄色縦帯が

2本ある．背鰭各軟条間の鰭膜は白色を呈し，桃

色に縁取られた黄色斑が多数ある．腹鰭は桃色を

呈し，基底部付近の鰭膜は黄色．縁辺部は白色が

かる．胸鰭は淡い桃色を呈し，基底部付近は黄色．

臀鰭は白色を呈し，下部に赤色帯がある．臀鰭各

軟条下部には黄色斑が 1つずつある．臀鰭各軟条

間の鰭膜の基底部には小黄色斑が各 1つある．尾

鰭は赤色がかった白色を呈し，瞳孔よりも小さい

赤色斑点が散在する．虹彩は黄色を呈し，瞳孔は

青みがかった黒色．

分布　日本，インドネシア・スラウェシ島，フィ

リピン・パナイ島，パプアニューギニア・マダン，

およびオーストラリア北西岸における分布が確認

されている（Yoshino, 1975；島田，2013; Larson 

et al., 2013; Fricke et al., 2014; Motomura et al., 

2017）．日本国内においては沖縄島からのみ記録

されていたが（Yoshino, 1975；島田，2013），本

研究により奄美大島における分布が確認された．

備考　奄美大島産の標本は，前鰓蓋骨後縁が

強い鋸歯状を呈すること，鋤骨歯と口蓋骨歯が絨

毛状を呈すること，背鰭が 6棘 20軟条からなり，

背鰭棘部と軟条部の間に深い欠刻を有すること，

背鰭棘は第 4棘が最長であり，最後棘は鰭膜に

よって背鰭第 1軟条とつながること，胸鰭中央部

の軟条と背鰭軟条が伸長すること，胸鰭が 23軟

条であることなどが，Yoshino (1975)によって報

告された Parapercis gushikeniおよび島田（2013）

によって報告された Ryukyupercis gushikeniの標徴

によく一致したため，本種に同定された．

Yoshino (1975)はワニトラギスの標徴の一つと

して下顎前部に左右で 4対の犬歯状歯があること

を述べたが，奄美大島産の標本は下顎前部に左右

で 2対の犬歯状歯をそなえる．しかし，Yoshino 

(1975)はワニトラギスの多くの個体において 1本

または 2本の犬歯状歯が脱落していると述べてお

り，奄美大島産の標本と Yoshino (1975)によって

報告されたワニトラギスにみられた下顎の犬歯状

歯の数の差異については，種内変異と判断した．

Ryukyupercis gushikeniは Yoshino (1975)によっ

て Parapercis gushikeniとして沖縄島近海から得ら

れた 5個体に基づき記載された．その後，本種の

国内における分布は沖縄島からのものに限られ

（島田，2013），薩南諸島を含む琉球列島各地にお

ける沖縄島以外からの分布報告はない．したがっ

て，本研究の記載標本は本種の薩南諸島における

標本に基づく初めての記録となり，同時に本種の

分布の北限をおよそ 150 km更新した．
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